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＜次 第＞

１ 開 会

２ 辞令交付

３ 館長あいさつ

４ 委員・職員紹介

５ 会長・副会長選出

６ 協 議

(1) 平成２９年度近代美術館事業の概況について

(2) 平成３０年度近代美術館事業の概要について

樫尾副館長が、パワーポイントを使用して(1)(2)について一括して事業等を説明

(3) (1)･(2)について一括の協議・質疑応答

７ 閉 会



＜協議概要＞

■ 近代美術館のＰＲについて

大規模改修実施後、入館者数に影響はあったか。

→ 昨年度末２月～３月を休館とし、大規模改修を実施。展示室については、長年の懸案事項

であった展示壁の汚れを解消し、美術館本来の姿を取り戻すことができた。また、ハイビ

ジョンギャラリーについては、一部使用できなかった機器をモニターに更新して使えるよ

うにした。キッズルームやふれんどりーギャラリーもより使いやすい改修を行い、県南立

地の文化施設として文化の発展や「にぎわい創出」を作り出すことができはじめていると

感じる。「北斎の富士展」では目標の入場者数をを大きく上回ることができ、入館者数につ

いても前年度比約２倍となっていることから、効果はあったものと考えられる。

館長講座の狙いとは。

→ 館長の持つ広く深い知識を県民の方に展覧会とは別の視点から興味を持ってもらい、美術

館に足を運んでもらうきっかけになることを狙いとしている。幅広い年代向けの講話であ

るため参加しやすい講座となっている。

「チームラボ展」で初めて大学生対象の内覧会を行い、ＳＮＳで情報発信をしたようだが、そ

の効果はあったか。

→ 最近の大学生の情報発信力は侮れないことから、興味のある大学生を募って招待すること

とした。大学生の交流とＳＮＳからの情報発信を目的として行った。インスタ映えする作

品ばかりであるため、ツイッターよりも画像が沢山アップできるインスタグラムの方で、

秋田チームラボのハッシュタグがついている投稿が多い。一眼レフをもった若者が増えて

きていることから、その効果があったと考えている。

美術館の内側はきれいになったが、外側を見ると残念である。美術館の顔である入口（玄関）

がお客様を迎え入れていないように感じる。美術館をはみ出すような、期待を煽るような、ワ

クワクさせるようなデザインであって欲しいと思っている。

→ もう少し楽しくありたいとは思っているが、なかなか実現できない状況がある。

入口までのアプローチも含め、ふるさと村と一緒に考えていきたい。

美術館にある「たつこ像の原型」をデッサンする会をやってみてはどうか。その情報を発信す

れば、注目を集められるのではないか。学生との交流会で繋がりが出来たのであれば、その学

生たちを取り込んでいくのも一つの手である。

→ ホームページやツイッター、フェイスブックなどやっているが、まだまだ発進力不足を感

じる。いただいた貴重な意見を当館の運営に反映させていきたい。


